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京style
京都にちなんだ

話題をお届けします

学校の象徴に欠かせない 学校旗

消防団の士気に欠かせない 消防団旗

勝利の証に欠かせない 優勝旗

社旗  横断幕  販促のぼり旗  のれん  応援団用品 

祭り袢天  山車幕  神社寺院幕  神社のぼり旗  鈴緒 

劇団幕  舞台幕  演台カバー  マーチングバンド横幕

【取扱商品】

2025年　9月号

～京都の地名　出雲～

京都から島根の出雲までは少し距離がありますが、実は京都市内にも出雲の名残が

残っている場所があります。それも、京都に都が置かれる前からの話です。京都市

北区には「出雲路 ( いずもじ )」という地名があります。市内を流れる賀茂川と高野川

が合流する地点の北には、下鴨神社がありますが、その合流地から北西へ賀茂川を

少しさかのぼると「出雲路神楽町」「出雲路松ノ下町」といった地名が見えてきます。

「出雲路俵町」「出雲路橋」といったバスの停留所もあるのですが、この「出雲路」

という地名は、京都以外の人にはあまり知られていないようです。奈良時代の歴史

資料によると、このあたりには出雲からやってきた「出雲臣 ( いずもおみ )」という

姓を持つ人々が暮らす「出雲郷」が存在していたと記されています。京都盆地に

都が来ると決まっていたわけではありませんので、住んでいたのはごく少数だったと

思われますが、やがてその子孫が農民や役人として暮らしていたようです。その後

遷都によって京都は大きく発展し「千年の都」として栄えますが、出雲郷の人々が

どのような歩みをたどったのかは、残念ながらよくわかっておらず、今では地名などに

わずかな手がかりが残るのみです。都が来る前の京都はどのような姿だったのか。

地名に残された痕跡を手がかりに、古代の京都を想像してみるのも興味深いですね。


